
グローバルデジタル社会の構築や、情報社会の新たな課題解決等のためのITU活動に関するプロジェクト等に拠出。
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会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

担当課室 国際政策課

上位政策

課長　淵江　淳情報通信国際戦略局

一般会計

担当部局庁

情報通信国際戦略推進費

関係する計
画、通知等

総務省設置法第4条第78号

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

国際電気通信連合（ＩＴＵ）等に対する任意拠出を行い、プロジェクト及び21世紀に適した情報社会の構築等を支援す
る。

我が国から国際電気通信連合（ＩＴＵ）等に対して拠出を行い、セキュリティ・スパム対策などに関するワークショップ等を
実施し、また、世界情報社会サミット（ＷＳＩＳ）の行動計画等に掲げられた活動の支援を通じ、情報通信に関する国際
政策形成にあたって我が国見解の反映を図る。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

4354

執行率

事業番号 0130

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　　(総　務　省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成12年度国際電気通信連合（ＩＴＵ）等拠出金

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

現行または見直し案どおり
予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

　引き続き、ITU及びIMSOの事務局と緊密に連携し、適正な拠出金支出の管理を行う。
　拠出金を含むITUの収入の使途及びその成果については、ITU理事会及び年次報告書における会計報告により、各
国に対し、定期的な報告が行われることとなっているところ、引き続き、より良い成果を引き出されるよう、調整・助言を
行う。
　IMSOについても、拠出金を含む収入の使途及びその成果について、IMSO総会において、各国に対し、報告が行われ
ることとなっており、引き続き、より良い成果を引き出されるよう、調整・助言を行う。
　情報通信分野において、ITUの活動は極めて重要であり、我が国としても国際的地位に応じた負担が必要であり、ITU
加盟国の義務として継続する必要がある。また、IMSOは海上無線等の衛星移動通信分野において極めて重要な役割
を担っており、周囲を海に囲まれている島国である我が国としても、積極的に貢献する必要がある。
　ITU及びIMSOにおける重要プロジェクトの実施は、加盟国からの任意拠出金で維持されており、我が国の貢献拡大及
び国益の確保の観点から継続する必要がある。

　ITUへの拠出金については、支払い手続の完了通知をITUへ送付後、ITU事務局より送付される受領確認により先方
への支出を確認。支出した拠出金の使途及び状況については、ITU理事会及び年次報告書等により確認・把握。
　国際移動衛星通信機構（IMSO）への拠出金については、支払い手続の完了通知をIMSOへ送付後、IMSO事務局より
送付される受領確認により先方への支出を確認。支出した拠出金の使途及び状況については、国際移動衛星通信機
構（IMSO）総会等により確認・把握。
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19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後）

総事業費(執行ベース) 54 51 52

44

51 52

22年度 23年度要求

100% 100% 93%
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資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

総務省

５２百万円（注）

【拠出金】

A.国際電気通信連合（ＩＴＵ）

５０百万円

グローバルデジタル社会の構築や、

情報社会の新たな課題解決等の

ためのITU活動に関するプロジェク

ト等に拠出。

ITU活動に関するプロジェクトに拠

出。

【拠出金】

B.国際移動衛星通信機構（IMSO）
１百万円

LRIT（Long-range Identification and 
Tracking：長距離船舶識別・動静把

握システム）活動に関するプロジェク

トに拠出。

注）合計額を四捨五

入したもの



0計 0 計

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途 金　額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 1 計

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

拠出金 LRITプロジェクトへの拠出 1

B.ＩＭＳＯ F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0計計 50

拠出金
グローバルデジタル社会構築に向
けたITU活動への支援（無線通信
部門）

22

拠出金
情報社会の新たな課題解決のた
めのITU活動への支援（電気通信
開発部門）

28

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

A.ＩＴＵ E.

使　途 金　額
(百万円）



国際電気通信連合（ＩＴＵ）等拠出金

●無線ネットワーク技術を活用したルーラル通信の整備に関する研
修

●ルーラル通信に関するケーススタディ調査

情報社会の新たな課題の解決のためのITU活動への支援

●国際協調によるセキュリティ対策（主として迷惑メール対策）に関す
るワークショップ

●緊急災害通信、ＩＣＴと気候変動に関するワークショップやシンポジ
ウム

グローバル・デジタル社会構築に向けたITU活動への支援

国際電気通信連合（ITU）等におけるICT分野に関する国際機関の活動を支援するための資金拠出により、国
際的な課題等の解決を図ることで、我が国の影響力の向上及び国際貢献に資する。

目 的

国際的な海上テロ対策、海上交通の安全に資する通信システムの
安定的運用のため、各国が応分負担する運営費用を拠出。

国際移動衛星通信機構（IMSO）への拠出
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